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２．利用状況

※H17年度は、指定管理者制度未導入。

３．経費情報 <単位:千円>

※施設建設・大規模改修等に係る市債償還などの経費は、支出に含んでいません。

令和５年度（上期）
指定管理施設管理運営状況報告書

施設担当課： 都市活力 都市整備 住宅政策

施設名 伊丹市営住宅等

施設の設置目的
住宅に困窮する低額所得者に対して、健康で文化的な生活を営むに足りる住宅を低廉な家
賃で賃貸することで、市民生活の安定と社会福祉の増進に寄与することを目的とする。

伊丹市総合計画
（第6次）に

おける関連施策

政策大綱： 環境・都市基盤
施　　策： 都市計画・住環境
実施施策： 公営住宅の適正管理

指定管理者
の名称

日本管財株式会社

（団体の住所又は所在地） 伊丹市昆陽1丁目1番地2

選定方法（公募・非公募）
及び指定期間

～公募 平成 令和

2

利用
状況
等の
推移

H17※ Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ４
Ｒ５
(上期)

Ｒ５
(通期)

管理運営上の
目標

（管理運営の指定管
理者の具体的目標）

指標名 空家入居者募集の回数 （単位： 回

指標の意味
空家入居者募集を適正に行うことにより、住宅に困窮する低額所得者に対する入居機会を設
ける。

今年度の目標値 3 上期の実績値

87.7% -入居率 97.0% 90.6% 89.0% 88.1% 86.6%

区分
令和３年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）計画

令和5年度
（2023）実績

（上期）

0

事業収入 0 0 0 0

指
定
管
理
者
の
収
支

収
入

使用料収入 0 0 0

その他 0 0 0

支
出

維
持
管
理

光熱水費 271 274

0

指定管理委託料 133,686 137,371 144,272 72,136

220 121

清掃等委託料 19,958 21,410 23,473 11,737

①合計 133,686 137,371 144,272 72,136

土地建物賃料 1,906 2,265 2,270 1,102

修繕料 64,737 66,560 71,398 48,266

3,892

その他 3,208 2,868 3,208 1,439
運
営

人件費 35,603 35,603 35,603 17,802

事業等経費 6,917 8,028 8,100

指定管理納付金 0 0 0 0

②合計 132,600 137,008 144,272 84,359

純収支（①－②） 1,086 363 0 △ 12,223

施設の管理運営
に係る実質経費
（市の負担）※

<単位:千円>

H30 Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4
Ｒ５
(上期)

市の収入 488,036 478,896 481,623 473,447 462,859 229,446

229,418

市の支出 171,598 198,458 205,014 201,534 205,219 106,060

(内、使用料収入) 487,855 478,729 481,361 473,063 462,595

72,136

実質経費（歳出－歳入） ▲ 316,438 ▲ 280,438 ▲ 276,609 ▲ 271,913 ▲ 257,640 ▲ 123,386

(内、指定管理委託料) 104,232 128,425 133,686 133,686 137,371



４．業務評価

☆利用者満足度調査(アンケート)結果と対応

５．改善指摘事項等

評価項目 （具体的内容）
評価結果

指定管理者自己評価 施設担当課評価
評価 特記事項 評価 担当課所見

Ｂ Ｂ
防火管理者等、管理にあたって必要な資格を
持った職員を適正に配置しているか。 Ｂ

保守点検、備品管理、
修繕業務等は適切に実
施されている。館内は
常に消毒し清潔に保た
れている。

保守点検等は、協定書・仕様書に基づき適切
に実施しているか。 Ｂ Ｂ
備品等は、台帳を整備し適切に管理している
か。 Ｂ Ｂ
修繕業務は、市と適宜協議しながら適切に実
施しているか。 Ｂ Ｂ

館内の清掃を定期的に実施し、常に清潔に保
たれているか。 Ｂ

貴市との定例会議（週
1回）にて業務全般に
ついて協議して適切な
業務遂行を行ってい
る。館内も職員が適時
清掃を実施している。

Ｂ

環境に配慮した施設運営に取り組んでいる
か。 Ｂ Ｂ

Ｂ

管
理
体
制
等
に
関
す
る
事
項

維持管理業務
の実施状況

苦情・要望には速やか
に連絡及び現場確認を
する等適切に対応して
いる。また入居者向け
に「住まいる通信」を
発行し、住まいに関す
る情報の提供に取り組
んでいる。

利用者の意見を施設運営に反映する仕組を確
立しているか。 Ｂ Ｂ
苦情・トラブルに対し、適切・迅速に対応し
ているか。 Ｂ Ｂ
特定利用者を優遇したり、理由もなく利用を
制限している事例はないか。 Ｂ Ｂ

防犯・防災対
策への取組状
況

緊急時の連絡体制は整っているか。 Ｂ 緊急連絡体制を整備、
上下水道局庁舎合同訓
練に参加している。

Ｂ

館長等、必要な職員の配置をおこなっている
か。 Ｂ 本社主催のＷｅｂにて

定期研修、各階層別研
修、住宅政策課と合同
の人権啓発研修を実施
している。

Ｂ
職員配置など
の実施体制

自主的に職員研修を
行っている他、市主催
の人権研修にも参加
し、能力向上に努めて
いる。

職員研修は、計画どおり実施しているか。

Ｂ Ｂ

適切に実施されてい
る。

避難訓練を実施しているか。 Ｂ Ｂ
サービス向上や利用者増へ向けた取り組みを
行っているか。 Ｂ 入居者からの苦情や修

繕依頼は迅速に対応す
る様に心掛けている。
センター内で情報を共
有し入居者等に対する
サービス向上を図って
いる。

Ｂ

個人情報の取扱いにつ
いては適切に管理して
いる。ホームページに
ついては、より活用し
充実して頂きたい。

利用者情報などの電子データの取扱は、適切
に行っているか。

事業等の実施
状況

指定管理者として実施すべき事業は、計画ど
おり実施しているか。 Ｂ 事業計画に基づき、入

居者の安全・安心な生
活確保として事業展開
を推進している。

Ｂ
概ね事業計画通り実
施されている。施設の設置目的を達成するための効果的な事

業展開がなされているか。 Ｂ Ｂ

収支計画に基づき適
正に運営している。経理処理は、適切に行っているか。 Ｂ Ｂ

　「評価」欄の記号の意味
　　　「Ａ」＝協定書・仕様書等の水準を上回っている。　　　　　　　　　「Ｂ」＝協定書・仕様書等の水準を満たしている。
　　　「Ｃ」＝協定書・仕様書等の水準を満たしておらず改善を要する。　　「－」＝当該項目での評価対象外。

施設所管課総評 利用者満足度調査では、「満足」及び「やや満足」を合わせた割合が高かった。引き続き利用者目線
に立った質の高いサービスを期待する。一方で、入居者への案内の一部で、分かりやすい説明に欠け
る部分が見受けられる。入居者を含む市民にとって、より分かりやすい対応を期待する。

総合評価

B

収支の状況
収支計画に基づき、適正に運営しているか。 Ｂ 市と協議して適正に

運営している。

Ｂ

運
営
等
に
関
す
る
項
目

サービス向上
への取組状況
等

個人情報保
護・情報公開
への取り組み

各種申請書類等は、適切に保管しているか。 Ｂ 個人情報関係書類は施
錠ロッカー内に保管
し、廃棄時は必ずシュ
レッダー処理をしてい
る。

Ｂ

Ｂ Ｂ
ホームページの作成や広報紙等を活用した情
報提供を積極的に行っているか。

市からの指摘事項 指摘事項に対してとられた措置

特になし

　「総合評価」欄の記号の意味
　　「ＡＡ」＝非常に良好である又は非常に成果があった。　　　　　　　「Ａ」＝良好である又は成果があった。
　　　「Ｂ」＝取組状況の水準が普通である。　　　　　　　　　　　　　「Ｃ」＝改善すべき点が見受けられ、改善を要する。

【実施期間】令和５年８月１日～令和５年１０月３１日

実施の有無 主な回答 主な対応

有り

回答者数

34

・市営住宅の管理センターの窓口での対応について
　　⇒満足79%    やや満足15%

・今後も満足度の高い評価を維持できるよう、入居者
にとって分かりやすい説明を行う等、適切な対応を心
掛ける。

・以前と比較してサービスは向上したと感じますか
　　⇒向上した 40%

・接遇態度の向上及び迅速な対応を心掛け、更なる
サービスの向上を図る。

・サービスが向上した理由
　　⇒職員の接遇がよくなった　　73％
　　⇒以前より対応が早くなった　27％

・引き続き、迅速かつ丁寧な対応を心掛けていく。


